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スリランカを巡って

　仏教の源流を求めてインドを巡った時、「何かが欠けている」そんな思いがずっと頭の

中にあったように感じていました。確かに遺跡や痕跡が豊富でそれらを大事にしているこ

とは伺われましたが、現代という時代の中に整然と組み込まれてしまっているように感じ

ました。欠けているものが何であったのか?。インドの南にきらりと光って存在する島国

スリランカであると気づくまでに然程時間はかかりませんでした。

　－スリランカには何かがある－とお大師様が私に訴え、指名しているような思いが日を

追うごとに強くなり、気がついた時は機上にありました。

　私の今までの巡礼地のこだわりは島にあるように思えます。その原点は島国日本で生ま

れ大磯という太平洋を常に眼の前に見て人生を送ってきたからかも知れません。その点で

も島国スリランカはどうしてもいつかは巡らねばならない国だったのだと思います。

　実は今回で出家生活から身を変じる思いでいました。出家の生活を一旦打ち切ってみよ

うと思ったのです。しかしスリランカを巡っている間にその考えがとんでもないことだと

気付かされました。今まで巡って来た国々でも人生の全てを信仰生活に委ねて生きている

人々をたくさん見て来ました。そしてその信仰生活は貧困や、人種や民族といった社会状

勢、政治不安、といった止むにやまれぬ状況から生まれているように思えていました。

しかし今回のスリランカの人々の信仰生活はどこか違うのです。精神的に豊かさを持ちな

がら、生活の中に自然と信仰が溶け込んでいるといったらいいのだろうか。いずれにしろ

私にとって出家という考え方を熟慮させるものでした。私が勝手に打ち切るような出家は

本来の出家ではないと気付かされたのでした。スリランカから戻ってよリー層出家という

在り方に真剣に向かわされている自分があります。

　さて、お大師様が私をスリランカへ向かわせた理由が解ったような気がします。密教が

かつてこのスリランカでも信仰されていた事実が、未開の地に埋もれたままで残っている

ことを知り、鳥肌がたつほどの興奮を覚えました。その真偽の程は以下の資料で判断して

頂ければ幸であります。

　私にとって今回のスリランカ巡礼が、東南アジアの国々へ更なる巡礼を決心させたよう

に思います。

遍路行者　　　　岸　　　好　猛
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① Sri Sambuddha Loka Viharaya　5/15
　最初の寺。
常に第一番目は緊張するが無事にいただけました。

② Rajamaha Viharaya　5/16
　ラジャマハー・ヴィハーラ

釈迦が沐浴、説教した地。
インドの暑さとは比較にならない程暑い。

歓迎のメッセージを
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③ Kalutara Boddiya　5/17
　カルタラボディヤ

④ Sri Sunandarama Maha Vihraya　5/17
　スナンダラマ　マハー　ヴィハーラ
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⑤ Jayabodhi Vihraya　5/18
　ジャボディ　ヴィハーラ

　半日、歩き続け辿り着いた山頂の寺

⑥ 5/18
　マイハタ　ヴィハーラ

　2 時間登る
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⑦ Sri Paramananda Raja Maha Viharaya  5/18

　somarathana thero 住職

⑦ Sri Rohana uposadha gara Rajamaha Viharaya　5/19

　海に浮かぶ寺
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⑧ ミニマンガム　テンプル　5/20

　マータラから 3 回バスに乗換え山中の寺に着く
東京スリランカ大使館職員パドマさんの故郷の寺。
苦労して着いたが、村人やパドマさんの優しさや
温かさにふれて疲れも吹っ飛びました。

パドマさんの弟

パドマさんの家族
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⑨ Rev Sumana Rajamaha Viharaya　5/21
　スマナラジャ　マハーラーヤ

⑩ Sudagiri Dagada　5/21
　サダギリ　ダーガタ
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⑪ Rev . R. Pannna Sara Yajala Viharaya　5/21
　 パンナ サラ ヤータラ ヴィハーラーヤ

⑫ Rev . R. Pannna Sara Menik Viharaya　5/21
　 パンナ サラ メニック ヴィハーラーヤ
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⑬ Buduruwagala Purana Rajamaha Viharaya　5/22
　 ブドゥルワーガラプラナ ヴィハーラーヤ

スリランカにかって大乗仏教が流
行した時代があり、ジャングルに
その証となる遺跡が残っている。
ブドゥルワーガラがそれである。

金剛杵がくっきり

ゴマ壇

管理している寺

住
職

若
い
僧
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⑭ International Buddhist Centre　5/23
　 国際仏教徒文化センター

国際仏教徒文化センターの最高位の僧

5 月 24 日汽車でハットン駅へ
更にバスに乗り継ぎスリー・パーダへ

スリランカ随一の聖地に着く
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⑮ スリー・パーダ入口の寺　5/25

⑯ 日蓮宗の寺　5/25

5 月 25 日早朝 (1 時半 ) 雨の中 off
シーズンの危険な山を一人ライト
照らし登る。4 時間以上台風の暴
風雨の中登り山頂に着く。

暴風雨の中下山すると日蓮宗の寺。
こんな中スリー・パーダに登るな
んて尋常でないと驚かれた。
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⑰ Sri Maha Bodhi Viharaya　5/27
  　ホワイトブッダ寺

住職

⑱ Malwatha maha Viharaya　5/27
  　マルワトゥ　ヴィハーラ
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⑲ Potgul Mahi Viharaya　5/27
  　ポトゥグル　ヴィハーラ

他寺の納経帳に
興味津々の住職

⑳ 仏歯寺　5/27
  　

寺務所

内部
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最高位の人

⑳ 仏歯寺　5/27
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○ Mahavilachchye Wimala　5/29
  　マハヴィラ　フィチェ寺
21
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○ Sarananda Maha Pirivena　5/29
  　サラナンダ マハー ピリベナ寺
22
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○ Isurumuniya Viharaya　5/29
  　イスレムニヤ精舎
23

○ 24
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○ ウィドウリアーロカカラレヤートゥパーラマエイテンプル　5/2925

○ ランカーラマイエアヌラードビレーテンプル　5/2926
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○ Mindupura Temple　5/29
 　ミンダプラ  テンプル
27

○ Rajamaha Viharaya  5/29
　 ラジャマハー・ヴィハーラ
28

ミヒンタレー寺院の住職
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○スリランカ最大の石窟寺院 29

○ 30
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○ Sigiriya Museum　6/1
 　シーギリア　ミュージアム
31

石窟寺院の住職

この岩の上に宮殿が築かれていた

石窟の一部に壇が
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○ ゴナカ寺院　6/332

○ カーリー寺院　6/333

住職
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○ マンガララーマヤ寺院　6/434

○ ムティヤンガナ ヴィハーラ　6/735

住職
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○ カタラガマ・デーワーラヤ　6/736

○ ラガナガーバ　テンプル　6/737

リトル・アダム・ピーク

政庁舎職員に迎えられて
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○ Hambantota  Viharaya　6/839

○ 　6/738
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○ 40

○ 41
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○ 42

○ 43

○ 44

○ 45
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○ 46

○ 47

○ 48

○ 49

○ 50
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○ 51

○ 52

○ 53

○ 54

○ 55
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○ 56

○ 57
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○ 60
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○ 61

○ 62

○ 63
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○ 64

○ 65
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○ 66


